
 
　 「旭中央病院附属看護専門学校生」を募集

　平成31年４月入学の看護学生を募集します。
募集人員／●１次：約10〜20人　●２次：若干名
受験資格／●高等学校卒業、または同等以上の資格を有
する人　●平成31年３月高等学校を卒業見込みの人
試験科目／国語（古文・漢文除く）、コミュニケーション
英語Ⅰ、数学Ⅰ、面接
願書受付期間／●１次：12月18日（火）〜平成31年１月11
日（金）　●２次：平成31年１月23日（水）〜２月６日（水）
試験日／●１次：平成31年１月18日（金）、19日（土）
●２次：平成31年２月15日（金）、16日（土）

 
　
�
がんの経験者に仲間として相談できます�
「ピア・サポーターズサロン�ちば」　

　がん経験者であるピア・サポーターが、仲間として患
者や家族の悩みを聞き体験を話します。参加費や事前申
し込みは不要で、途中の入退室もできます。
日時／12月17日（月）　午前10時〜午後３時
場所／２号館１階医療連携福祉相談室

 
　 年末年始の診療案内

　12月29日（土）から平成31年１月３日（木）まで休診と
なります。救急外来は通常通り診療を行います。
　院外処方せんの使用期限は、発行日も含めて４日間な
ので注意してください。

 
　 12月８日に市民健康講座を開催

　誰でも無料で参加でき、事前の申し込みも不要です。
日時／12月８日（土）　午後２時〜４時
場所／本館３階しおさいホール
内容／●講演１「インフルエンザと肺炎から身を守るた
めに」（感染症センター長：古川恵一医師）　●講演２「女
性の不正性器出血〜その原因と検査方法についてお話し
ます〜」 （産婦人科主任部長：小林康祐医師）

http://www.hospital.asahi.chiba.jp/
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　入浴は身体を清潔に保つだけではなく、リラックス
効果も期待できる重要な生活習慣の一つです。寒い冬
には、温かい風呂で体を温めたいと思う人も多いと思
いますが、ヒートショックへの注意が必要です。
　ヒートショックなどによる入浴中の死亡事故は、全国
で年間約17,000人に上り、そのうち高齢者は14,000
人と大多数を占めています。
ヒートショックとは
　寒い脱衣所で衣服を脱ぐと、血管が急激に縮み血圧
が上昇します。この状態で熱い湯に入ると、血管が広
がり血圧が急降下します。この急激な血圧の変化で意
識がなくなり、転倒や溺れてしまう危険があります。
また血圧の変動は心臓に負担を掛け、心筋梗塞、脳梗
塞などにもつながります。
高齢者が多いのはなぜ
　高齢者は血管の老化により血圧変動が起こりやすく、
温度差への適応力も低下しているため、危険性が高く

なります。
ヒートショックを防ぐポイント
◦入浴前に家族に声を掛ける
◦明るいうちに入浴する
◦湯温は41℃以下に設定する
◦浴槽に入る前に掛け湯をして体を慣らす
◦入浴時間は10分以内にする
◦血圧が下がりやすい食後や飲酒後の入浴を控える
◦脱衣所を暖かくしておく
◦浴槽のふたを開けるなど、湯気で浴室を暖めておく
◦入浴前後には十分な水分を補給する

　　【高齢者福祉課保健師】

ヒートショックに気を付けましょう
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